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発表演題名 福井県における食品中の重金属類の一日摂取量調査 

学会名 第５０回全国衛生化学技術協議会年会 
発表者名 五十嵐 麻衣 （保健衛生部） 

開催場所 オークスカナルパークホテル富山 

開催日時 平成２５年１１月７日（木）～８日（金） 

発表内容 福井県において行った「日常食を通じて摂取される汚染物の摂取量調

査」について、平成２２～２４年度の重金属類の調査結果を報告した。 

重金属７種の調査を行った結果、鉛、カドミウム、水銀、銅、マンガン

および亜鉛については全国平均値と同等の摂取量であったが、ヒ素につい

ては、摂取量が暫定耐容一週間摂取量（PTWI）および全国平均値と比較し

て高い傾向にあった。食品ごとにみると、ひじき、のりおよびわかめなど

の海草類に特に多くのヒ素が含まれており、また、ひじきおよびわかめに

ついては、水戻し・ゆでるなどの調理によってヒ素量が減少した。福井県

の試料を他機関と比較すると、のりの割合がやや多めであり、福井県のヒ

素一日摂取量の高かった原因の１つと推測されたが、一日摂取量の推定に

は食品の種類、調理法が影響すると考えられる。 

食品中に含まれるヒ素の大部分は毒性の弱い有機ヒ素であり、健康への

影響を評価するには、有機ヒ素と無機ヒ素を個別に測定する必要がある。

また、測定方法などの妥当性も検討する必要があると考えられる。 

 

 


